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齊藤俊雄編「英語英文郭"究とコンビュータ」英潮社、1卯ε年、3能頁、58卯円

図書紹介

最近文科系の研究分野においてもコンビュータ利用の研究が盛んになってきた

が、本書はコンピュータを利用している英語英文学るπ究者の寄稿論文集である。西

欧ではこの種の論文集は多数刊行されているが、わが国ではこれが最初のもので

あろう。わが国におけるコンビュータ利用の英語英文判π究は、残念ながら西欧

に比べて大変立ち後れているが、本書はこの分野における「コンビュータ利用研

究の事始め」と言ったものになるように、またコンビュータ利用研究のモデルを

提供するように意図したものである。

本書の構成を見ると、最初に編名による「コンビュータによる英語英文ξ河i升究

序説」があり、この研究を始めるのに必要な基本的な情蛾一主として文献惰報一

が与えられている。論文の部分は「近代英語英文学垳升究」、「中英語英文学哘"究」、

「古英語英文学るjf究」の3部に別れ、全部で15篇の論文が収録されていて、時代

的にはアングロサクソン"寺イ弌から現代にまで及び、分野的には語'抑升究もあれぱ、

文郭升究もある。具体的には、現代アメリカ英語のBmW丑C0印岫のテキスト分

析、小説の文体る牙究、作者不詳の戯曲の作者推定、欽定聖書英語の研究、中英語の

統二斎去研究、 OCP による占英語のTmontoCωP山の語粂研究などである。本学

言語文化音敵官の寄稿論文には、現在進行中の中英語韻文ロマンスのコンコーダン

ス編纂計画の現状報告(齊藤俊雄・今井光規)、 CD・ROM版OEDを検索した結

果、暁窪と考えられている OED にも想像以上.に不統一やミスがあることを発見し

た貴重な報告(渡辺秀樹・岩オ艮久)がある。なお巻末には Oxfo,d Toxt A此hiv.

とICAME の"怖する機械可読英語テキストのりストがあり、便利である。

語学や文学のコンビュータ利用研究に関心を持っている者、或いはこれから始

めてみようと考えている者には、この分野ではまだU本語で読める手頃な案内書



がない現在、この論文集は"寺機を得た剌激的な一巻であろう。(箔藤俊嵐昔))
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